
世
帯
と
人
口

世帯 34,936世帯（前月比 ６世帯減）
人口 81,302人（前月比 57人減）
男　 40,598人　　女　 40,704人

—平成29年３月1日現在—

広報あきる野は、毎月１日と15日に新聞折込と個別配布でお届けしています。市内に住所があり、折込対象の新聞を購読していない方は、市に個別
配布をお申込みいただければ、無料でお届けします。また、市のホームページでもご覧になれます。詳しくは市長公室にお問い合わせください。

再生紙を使用
しています

発行　あきる野市　〒197-0814　あきる野市二宮350　編集　企画政策部市長公室（☎042－558－1111）ホームページ　http://www.city.akiruno.tokyo.jp/

今 号 の
主な記事

あきる野の匠の紹介…………２面
平成29年度教育方針…２・３面

非常勤嘱託員（保健師・助産師・看護師）の募集…３面
春の全国交通安全運動…………………………………４面

「あきる野物語　空色の旅人」の展示…８面
観光情報……………………………………８面

環境都市あきる野

森っこサンちゃん

郷土の恵みの森づくりを進めよう

広報あきる野広報
平成29年（2017年）

３月15日号
No.568

平成29年（2017年）

３月15日号
No.568

あきる野

今後の「あきる野の匠」の活動今後の「あきる野の匠」の活動

　市が主催する産業祭などのイベントで、匠の技の披露や体験、商品の展示・販売をしま
す。また、匠のこだわりを紹介する冊子の作成や匠を訪ねるツアーの企画などを予定して
います。

しょうゆ造りの匠（近藤寛さん） うどん打ちの匠（清水哲雄さん）こんにゃく造りの匠（森屋一穂さん）

泥染めの匠（森博さん）布団造りの匠（石川勝さん）

木加工の匠（小机篤さん） 乾麺造りの匠（岸忠史さん）デザインの匠（髙橋敏彦さん）

しょうゆ造りの匠（近藤寛さん） うどん打ちの匠（清水哲雄さん）こんにゃく造りの匠（森屋一穂さん）

泥染めの匠（森博さん）布団造りの匠（石川勝さん）

木加工の匠（小机篤さん） 乾麺造りの匠（岸忠史さん）デザインの匠（髙橋敏彦さん）

　市では、先代から受け継がれてきた伝統の味、技法、熟練の技術などの承継者を「あき
る野の匠」として認定するため、12月1日号の広報で募集を行いました。審査の結果、
今年度は８人の匠を認定しました（匠の紹介は２面）。

問合せ　観光まちづくり活動課ふるさと
文化創生係（☎５９５－１１３５）
問合せ　観光まちづくり活動課ふるさと
文化創生係（☎５９５－１１３５）



　
平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
３
月
定

例
会
議
に
お
い
て
、
私
市
豊
教
育
長

が
発
表
し
た
教
育
方
針
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
︵
原
文
を
基
に
掲

載
︶
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
あ
き
る

野
市
施
政
方
針
を
踏
ま
え
、
教
育
行

政
の
基
本
的
な
方
針
と
主
要
な
施
策

の
一
端
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
、
平

成
26
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

７
年
間
の
本
市
の
教
育
振
興
計
画
で

あ
り
ま
す
、
あ
き
る
野
市
教
育
基
本

計
画
︵
第
２
次
計
画
︶
の
前
期
実
施

計
画
が
最
終
年
度
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
課
題

を
検
証
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
４
年
間
の
後
期
実
施
計

画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
教
育
方
針
に
お
い

て
も
、
従
来
の
方
向
性
を
引
き
継

ぎ
、
教
育
目
標
で
あ
り
ま
す
﹁
人
が

育
ち
　
人
が
輝
く
　
あ
き
る
野
の
教

育
﹂
の
実
現
を
目
指
し
、
一
人
一
人

を
大
切
に
す
る
﹁
特
別
支
援
教
育
﹂

の
考
え
方
の
下
に
、
学
力
向
上
対
策

の
強
化
、
い
じ
め
不
登
校
ゼ
ロ
へ
の

挑
戦
、
特
別
支
援
教
育
の
推
進
、
生

涯
学
習
活
動
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

の
６
項
目
を
重
点
施
策
と
し
て
、
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
﹁
学
力
向
上
対
策
の
強

化
﹂
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
最
重

点
施
策
と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
教
育

行
政
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
、
社
会
は
め
ざ
ま
し
い
ス
ピ
ー

ド
で
変
化
し
て
お
り
、
一
方
、
間
近

に
様
々
な
情
報
が
氾
濫
し
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
入
手
で
き
る
状
況
の
中

で
、
必
要
な
情
報
を
自
ら
選
択
し
、

適
切
に
意
思
決
定
や
行
動
に
結
び
つ

け
る
な
ど
、
社
会
を
生
き
抜
く
力
や

自
己
の
学
び
を
社
会
に
還
元
す
る
態

度
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
基
礎
的
・
基
本

的
な
知
識
・
技
能
を
確
実
に
習
得
さ

せ
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
解
決

す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
な
ど
の
能
力
や
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
平
成

28
年
度
に
引
き
続
き
、
東
京
都
の
補

助
事
業
で
あ
り
ま
す
﹁
学
力
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
推
進
地
域
指
定
事
業
﹂
を

活
用
し
、
小
・
中
学
校
の
算
数
、
数

学
、
理
科
に
お
け
る
教
員
の
指
導
力

の
向
上
及
び
算
数
・
数
学
に
お
け
る

児
童
・
生
徒
の
基
礎
学
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
に
小
学
校
４

校
、
中
学
校
２
校
で
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
、
外
部
人
材
を
活
用
し
た
、

き
め
細
か
な
指
導
の
推
進
を
図
る
市

独
自
の
﹁
学
力
向
上
推
進
モ
デ
ル
校

事
業
﹂
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
成

果
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、

﹁
学
力
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
事
業
﹂
と

し
て
発
展
さ
せ
、
市
内
全
小
・
中
学

校
に
お
い
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
事

業
な
ど
、
市
長
部
局
と
連
携
し
た
事

業
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
他
者
と
の
関
わ
り

の
中
で
、
様
々
な
経
験
を
通
し
て
人

間
性
豊
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
が
安

全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
で

あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
い

じ
め
や
不
登
校
と
い
っ
た
課
題
は
、

児
童
・
生
徒
が
関
わ
り
を
も
つ
多
様

な
環
境
に
お
け
る
人
間
関
係
な
ど
、

様
々
な
要
因
に
よ
り
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
３

月
に
策
定
し
ま
し
た
﹁
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
﹂
を
踏
ま
え
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
及
び
関
係
機
関
が
連
携
を

密
に
し
て
、
未
然
防
止
と
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
重
点
を
置
い
た
、
組
織

的
な
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
児

童
・
生
徒
に
対
し
ま
し
て
は
、
適
応

指
導
教
室
を
活
用
す
る
な
ど
、
個
々

の
事
案
に
応
じ
た
丁
寧
な
対
応
を
図

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成29年（2017年）３月15日　（２）

音訳ボランティアの協力により作成をしている、デイジー版広報あきる野（音声版広報）のＣＤを各図書館で貸し出しています。図書館の利用者カードをお持ちならどな
たでも利用できます。詳しくは図書館にお問い合わせください。

　「あきる野の匠」が手掛ける魅力ある商品と、その商品
を生み出す優れた技を広く発信し、商品の需要拡大を図る
とともに匠の技などの承継につなげ、郷土愛の醸成や観光
客の増加につなげていきます。

平
成
29
年
度

教
育
方
針

あきる野の匠の紹介

　小机地区に古くから伝わ
るうどんの打ち方を母親か
ら承継する。

　あきる野の澄んだ空気、土、気候で自家
栽培した小麦「小麦農林61号」を100％使
用。昔は夕食に各家庭で母親がうどんを打
ち、大きな鍋でゆで、引きずり出しでうど
んを食べていた文化を残すため、平成17年
に開業。
・初後亭（三内233、☎596−0541、午前
　11時～午後４時30分、木曜・金曜日は
　定休）

清水哲雄さん
（しみずてつお　64歳）

うどん打ちの匠

　明治41年の創業以来、
清流秋川と緑豊かなあき
る野の水、澄んだ空気、

風土を生かしたしょうゆ造りの技を受け継
ぐ４代目。国産の丸大豆と国産の小麦にこ
だわり造り続け、市販されているしょうゆ
と違い、丸々１年かけて発酵・熟成を待ち
出荷する。特に春と秋に行う麹造りが重要
で、温度などの管理・調整をし、独特のコ
クと優雅な香りを持つしょうゆを造る。
・近藤醸造㈱（山田733－１、☎595−
　1212、午前９時～午後７時、年中無休）

近藤寛さん
（こんどうひろし　44歳）

しょうゆ造りの匠

　昭和34年に先代が興し
たこんにゃく製造会社に
勤務し、こんにゃく造り

の技を承継する。
　あきる野の澄んだ空気、土、気候により
自ら無農薬栽培で育てたこんにゃく芋を使
用する。生のこんにゃく芋を皮ごとすりお
ろし、一つ一つ、ゆっくりゆっくり手で練
って、丸めて煮上げる。気候やこんにゃく
芋のできにより条件が変わるため、熟練の
経験を要する。
・㈲池谷（乙津170、☎596−0542、午前
　10時～午後４時30分、不定休）

森屋一穂さん
（もりやかずほ　69歳）

こんにゃく造りの匠

　手術用の絹の縫合糸を作る
製造所の３代目。30代前半で
家業を継いでからしばらくして
五日市町史で「黒八丈」を知
り、「黒八丈」は五日市の誇りであり、絶やす訳
にはいかないとの思いから再現に取り組み、資料
やお年寄りから話を聞き、伝統の技法を承継する。
　「黒八丈」は、秋川流域で江戸時代の後期から
昭和10年代ごろまで造られており、別名「五日市」
と呼ばれる絹織物である。ヤシャブシの実を染料
とし、鉄分の多い泥の中につけて染色し、秋川の
水でさらす泥染めである。着物の半襟や袖口など
に使われ、全国的に流通した。
・糸工房「森」（伊奈1129、☎596−0250、午
　前８時～午後６時、不定休）

森博さん
（もりひろし　68歳）

泥染めの匠

　創業は大正10年、約100年
にわたり、手づくりのもめ
ん綿布団を造る専門店の３

代目。インドから原綿を仕入れ自社工場で綿の
殺菌、ごみの除去、製綿、仕立までを一貫して
行う。布団の詰め物には天然素材の「もめん
綿100％」にこだわり、顧客の意向に合わせた
綿の厚さ、柄、寸法に１枚１枚、先代より受け
継いだ技法によりもめん綿布団に仕立てる。ま
た、販売した布団の打ち直しも自社工場で新品
同様にする。
・石川綿店［山田894、☎0120−0260−85
　（フリーダイヤル）、午前９時～午後６時、
　日曜日は定休］

石川勝さん
（いしかわまさる　43歳）

布団造りの匠

　都心からあきる野市（旧
五日市町）に移り住み40
年が経つ。秋川渓谷の自

然・歴史・文化を題材にし、書家として、
鑑賞の書だけでなく、さまざまな社会環境
の中で生かされるデザイン的要素を含んだ
インパクトある毛筆の表現や絵画的な要素
を込めたイラストを表現する。毛筆書体に
よる市の統一イメージや観光ポスターのデ
ザインなどを感性で描く。
・髙橋敏彦視覚デザイン研究室（乙津
　1312、☎596−4335）

髙橋敏彦さん
（たかはしとしひこ　74歳）

デザインの匠

　製麺150年、江戸のこ
ろから炭問屋を営む傍ら、
そうめん造りを始め、先

代からの製法を受け継ぎ、乾麺を製造する
４代目。
　自社工場の製麺機を使い、粉、水、塩の
分量を調整しながら麺線になったものの含
水率を確認し、冬季に造り込む。あきる野
の風土、気温、湿度など長年の経験と勘で
製品化する。
・㈱寿美屋（五日市64、☎596−0018、
　午前９時～午後６時30分、不定休）

岸忠史さん
（きしただし　56歳）

乾麺造りの匠

　先代から続く林業を引

き継ぎ、家業として40年

以上になる。伐倒、植

林、下刈り、雪起こし、間伐などに年間を

通して携わる。木の特徴や違いを見極めら

れることを生かし、自ら研いだ刃物を繊細

に操り、伐採した木や竹をタモ網、　入れ

などに加工する。

・小机林業（三内490、☎090−1558−

　1058）

小机篤さん
（こづくえあつし　68歳）

木加工の匠

学
力
向
上
対
策
の
強
化

い
じ
め
不
登
校
ゼ
ロ
へ
の
挑
戦

３
面
に
つ
づ
く

（認定順）



フリーダイヤル☎0120－558－540［市内固定電話から利用可（050から始まる一部のIP電話を除く）］、有料ダイヤル☎558－7777（携帯
電話など、その他の電話から利用可）※下校時の放送など定期的に放送しているものを除き、放送の24時間後まで聞くことができます。

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
教

育
委
員
会
に
配
置
い
た
し
ま
し
た
。

い
じ
め
や
不
登
校
、
そ
の
他
児
童
・

生
徒
の
豊
か
な
成
長
を
阻
害
す
る

様
々
な
課
題
等
に
つ
い
て
、
専
門
性

を
生
か
し
た
対
応
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現

在
、
市
内
に
土
地
、
家
屋
、
事
業
用

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
課
税
の
内
容
に
つ
い

て
他
の
固
定
資
産
と
比
較
で
き
る
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
発
達
障
害
を
含
め
た
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
の
社
会

的
自
立
や
社
会
参
加
を
目
指
す
た
め

に
は
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
身
に
付
け

た
能
力
を
更
に
高
め
る
と
と
も
に
、

生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
し
、

克
服
す
る
た
め
の
適
切
な
指
導
や
支

援
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
市
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
な
ど

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・

生
徒
に
限
ら
ず
、
全
児
童
・
生
徒
を

対
象
と
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
を
大

切
に
す
る
特
別
支
援
教
育
を
継
続
し

て
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
都
が
平
成
30
年
度
ま

で
に
、
都
内
全
小
学
校
に
設
置
す
る

特
別
支
援
教
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
２
年
間
で
段
階
的

に
導
入
い
た
し
ま
す
。
　

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
指
導
対
象

児
童
が
情
緒
障
害
通
級
指
導
学
級
の

設
置
校
に
通
い
指
導
を
受
け
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
指
導
教
員
が
各
小

学
校
に
設
置
す
る
特
別
支
援
教
室
を

巡
回
し
、
個
々
に
必
要
な
指
導
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
児
童
に
と
り

ま
し
て
は
移
動
に
か
か
る
時
間
、
保

護
者
に
は
送
迎
と
い
っ
た
負
担
が
軽

減
さ
れ
、
特
別
な
支
援
が
受
け
や
す

い
環
境
と
な
り
ま
す
。

と
課
税
の
内
容
を
確
認
で
き
る
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま

す
。

▽
期
間
　
４
月
３
日
㈪
〜
５
月
31
日

　
㈬
︵
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

　
く
︶

▽
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　
時
15
分

▽
閲
覧
場
所
　
課
税
課

▽
縦
覧
で
き
る
方
　
市
内
に
所
在
す

　
る
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
の

　
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
学
び
、

生
活
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
施
設
等

の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
体
育
館
と
武
道
場
の
非
構
造

部
材
耐
震
化
整
備
が
平
成
28
年
度
で

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度

か
ら
は
、
小
・
中
学
校
校
舎
の
非
構

造
部
材
耐
震
化
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生

徒
数
の
増
加
に
伴
い
、
教
室
数
に
不

足
が
見
込
ま
れ
る
御
堂
中
学
校
の
校

舎
増
設
に
向
け
て
、
平
成
29
年
度
か

ら
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
安
全
に
安
心
し
て

通
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
地
域
と
連
携
し
て
安
全
対
策
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
の
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、
交
通
安
全
推

進
員
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

さ
ら
に
、
地
域
の
方
々
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み

の
学
校
安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
東
京
都

の
補
助
事
業
に
よ
り
実
施
し
て
お
り

ま
す
、
各
小
学
校
区
の
通
学
路
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
29
年
度
に
15
台
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
全
50
台
の
設
置
が
完

了
い
た
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
﹁
知
の
循
環
型
社
会
﹂
の

実
現
に
向
け
て
、
学
習
の
主
体
者
で

あ
る
市
民
と
行
政
と
が
協
働
し
、
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
　

　
そ
の
た
め
に
、
学
べ
る
環
境
づ
く

り
、
地
域
資
源
や
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
た
学
習
、
市
民
が
主
体
的
に
学

習
す
る
た
め
の
環
境
の
創
造
及
び
つ

な
ぎ
・
支
え
あ
う
地
域
力
を
育
む
学

習
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
文
化
活
動
や
学
習

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
学
習

環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
利

用
し
や
す
い
施
設
へ
の
改
善
も
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
図
書
館
に
は
、
誰
も
が
利
用
で
き

る
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
利
便
性
の
向

上
の
た
め
、
中
央
図
書
館
の
図
書
館

シ
ス
テ
ム
機
器
の
入
れ
替
え
とW

i -
F
i

提
供
拠
点
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
３
次
あ
き
る
野
市
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
図
書
館
基
本
計
画
に
つ

い
て
、
平
成
30
年
度
策
定
に
向
け
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
多
く
の
市
民
が
利
用

し
て
い
る
市
民
プ
ー
ル
の
屋
外
プ
ー

ル
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
補
修
工
事
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
体
育
施

設
に
設
置
し
て
い
る
自
動
体
外
式
除

細
動
器
︵
A
E
D
︶
を
グ
リ
ー
ン
ス

ポ
ー
ツ
公
園
と
玉
見
ヶ
崎
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
夏
に
開
催
予
定
の
第
50
回
東
京
都

市
町
村
総
合
体
育
大
会
の
幹
事
市
と

し
て
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
会
の
成

功
に
向
け
て
、
体
育
協
会
や
関
係
諸

団
体
と
連
携
し
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
機
運
醸
成
の
た
め
に
も
、
し
っ
か

り
と
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
社
会
全

体
の
責
任
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
社
会

を
構
成
す
る
組
織
や
個
人
が
そ
れ
ぞ

れ
役
割
と
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

相
互
に
連
携
・
協
力
を
し
な
が
ら
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
各
地
域
に
お
い
て
、
青
少
年
健
全

育
成
の
中
核
組
織
と
し
て
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
青
少
年
健
全
育
成

地
区
委
員
会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体

や
関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
の
自
然
や

伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
、
ま
た
地

域
社
会
に
関
わ
る
機
会
を
提
供
し
、

地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
安
全
に

過
ご
せ
る
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
実
施
し
て
い
る
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た

に
西
秋
留
小
学
校
に
開
設
い
た
し
ま

す
。

　
以
上
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る
教

育
行
政
運
営
の
基
本
的
な
方
針
と
主

要
な
施
策
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
１
月
９
日
に
秋
川
キ
ラ
ラ

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
成
人
式
で
は
、

新
成
人
の
式
に
臨
む
姿
に
感
動
し
、

胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
５
年
前
、
当
時
中
学
３
年
生
で
あ

っ
た
彼
等
の
担
任
と
校
長
先
生
の
満

足
そ
う
な
表
情
を
見
た
と
き
、
﹁
私

た
ち
の
教
育
に
間
違
い
は
な
か
っ

た
。
あ
の
時
の
教
育
の
成
果
が
、
今

こ
こ
に
あ
る
﹂
と
の
思
い
が
伝
わ

り
、
改
め
て
教
育
の
大
事
さ
を
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
教
育
は
、
い
つ
か
必
ず
そ

の
成
果
が
出
る
。
し
か
し
、
成
果
が

出
る
ま
で
に
は
、
子
ど
も
達
一
人
一

人
に
個
性
が
あ
る
よ
う
に
、
時
間
の

差
が
あ
っ
て
仕
方
が
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
。
い
つ
か
、
必
ず
世
の
た

め
、
人
の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
活

躍
す
る
大
人
に
な
る
と
信
じ
て
、
長

い
目
で
見
て
、
待
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　
﹁
春
　
来
た
れ
ば
　
草
自
ず
か
ら

　
生
ず
﹂
時
期
が
来
れ
ば
自
然
と
人

は
育
ち
、
物
事
は
成
就
し
ま
す
。

　
教
育
の
大
切
さ
は
、
誰
も
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
そ
の
理
解
に

加
え
て
、
成
果
の
芽
を
待
つ
こ
と
の

大
事
さ
に
も
心
が
け
て
、
教
育
行
政

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
29
年
度
の

教
育
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

▽
雇
用
期
間
　
平
成
30
年
３
月
31

　
日
㈯
ま
で

▽
勤
務
日
数
　
月
20
日
以
内

▽
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
７
時
15
分
︵
実
働
６
時
間

　
30
分
以
内
︶

※
勤
務
日
数
、
時
間
は
応
相
談

▽
勤
務
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア

▽
勤
務
内
容
　
母
子
健
康
手
帳
の

　
交
付
や
妊
婦
面
接
な
ど
、
妊
娠

　
期
か
ら
出
産
期
に
か
け
て
の
相

　
談
業
務
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

▽
時
給

　●

保
健
師
・
助
産
師
…
１
８
６
０

　
円

　●

看
護
師
…
１
６
７
０
円

▽
募
集
人
数
　
３
人

▽
資
格

　●

保
健
師
…
保
健
師
の
資
格
が
あ

　
る
方

　●

助
産
師
…
助
産
師
の
資
格
が
あ

　
る
方

　●

看
護
師
…
看
護
師
の
資
格
が
あ

　
る
方

▽
応
募
方
法
　
３
月
31
日
㈮
ま
で

　
に
履
歴
書
︵
上
半
身
正
面
脱
帽

　
写
真
貼
付
︶
と
資
格
を
証
明
で

　
き
る
も
の
の
写
し
を
、
送
付
す

　
る
か
直
接
窓
口
に
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

※
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
︵
必
要

　
に
応
じ
て
面
接
実
施
︶
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
健
康
課
母
子

　
保
健
係
︵
〒
１
９
７
ー
０
８
１

　
４
　
二
宮
３
５
０
、
直
通
５
５

　
８
・
５
０
９
１
︶

　
納
税
者
と
家
族
な
ど
代
理
権
が
あ

　
る
方

　●

必
要
書
類
…
運
転
免
許
証
な
ど
本

　
人
確
認
が
で
き
る
も
の

▽
閲
覧
で
き
る
方
　
納
税
義
務
者
、

　
代
理
人
、
借
地
人
、
借
家
人
、
固

　
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
が
あ

　
る
一
定
の
方

　●

必
要
書
類
…
運
転
免
許
証
な
ど
本

　
人
確
認
が
で
き
る
も
の
︵
代
理
人

　
は
委
任
状
︶

※
借
地
借
家
人
の
方
は
、
身
分
の
確

　
認
の
た
め
に
契
約
書
か
そ
の
写

　
し
、
地
代
や
家
賃
の
領
収
書
な
ど

　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定

さ
れ
た
土
地
︵
宅
地
及
び
宅
地
並
課

税
︶
は
、
制
限
の
程
度
に
応
じ
て
、

固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
の
評
価

を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ
　
課
税
課
土
地
資
産
税
係

　
固
定
資
産
税
︵
土
地
・
家
屋
︶
の

課
税
内
容
を
確
認
で
き
る
課
税
明
細

書
︵
非
課
税
物
件
と
免
税
点
未
満
を

除
く
︶
は
、
５
月
に
発
送
す
る
納
税

通
知
書
と
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
送

付
し
ま
す
。
こ
の
課
税
明
細
書
で
自

己
所
有
の
固
定
資
産
の
課
税
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
課
税
明
細
書
は
確
定
申
告
な
ど
に

も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
有
す
る
固
定
資
産
と
課
税
明
細

　
書
の
内
容
が
異
な
る
場
合
は
、
連

　
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
課
税
課
土
地
資
産
税

　
係
・
家
屋
資
産
税
係

（３）　平成29年（2017年）３月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

防災行政無線放送を
電話で確認できます

２
面
の
つ
づ
き

特
別
支
援
教
育
の
推
進

学
校
施
設
等
の
整
備
・

　
　
安
全
安
心
対
策
の
強
化

生
涯
学
習
活
動
・

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

非
常
勤
嘱
託
員

（
保
健
師
・
助
産
師
・

　
　
　
　
看
護
師
）
の
募
集

平
成
29
年
度
の
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税

　
　
　
課
税
明
細
書
の
発
送

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に

　
　
　
　
指
定
さ
れ
た
土
地

地域ぐるみの学校安全活動地域ぐるみの学校安全活動
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期
間
中
、
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
守

り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
付
け
る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
安
全
意
識
を
高
め

て
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
各
種
手

当
・
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
特
別
障
害
者
手
当
　
重
度
の
障
が

　
い
で
、
日
常
生
活
に
常
時
特
別
な

　
介
護
が
必
要
な
20
歳
以
上
の
方

※
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
愛

　
の
手
帳
１
・
２
度
程
度
、
ま
た
は

　
同
等
の
疾
病
や
精
神
障
が
い
の
あ

　
る
方

※
施
設
入
所
者
と
、
病
院
な
ど
に
３

　
か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

　
は
対
象
外
で
す
。
所
得
限
度
額
超

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
先
立

ち
、
交
通
安
全
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
方
も
お
持

ち
で
な
い
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

▽
場
所
・
日
時

　●

五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
…
３
月

　
17
日
㈮
　
午
後
７
時
30
分
〜

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　●

秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
…
３
月

　
18
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

　●

五
日
市
会
館
…
３
月
22
日
㈬
　
午

　
後
７
時
30
分
〜

　●

戸
倉
会
館
…
３
月
24
日
㈮
　
午
後

　
７
時
30
分
〜

　●

小
宮
会
館
…
３
月
27
日
㈪
　
午
後

　
過
者
は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

　●

支
給
額
…
月
額
２
万
６
８
３
０
円

▽
障
害
児
福
祉
手
当
　
重
度
の
障
が

　
い
で
、
日
常
生
活
に
常
時
介
護
が

　
必
要
な
20
歳
未
満
の
方

※
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
一

　
部
、
愛
の
手
帳
１
・
２
度
程
度
の

　
方
、
同
等
の
疾
病
や
精
神
障
が
い

　
の
あ
る
方

※
施
設
入
所
者
と
障
が
い
を
理
由
と

　
す
る
公
的
年
金
受
給
者
は
、
対
象

　
外
で
す
。
所
得
限
度
額
超
過
者
は

　
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

　●

支
給
額
…
月
額
１
万
４
６
０
０
円

▽
重
度
心
身
障
害
者
手
当
　
次
の
い

　
ず
れ
か
の
障
が
い
の
あ
る
方

　●

重
度
の
知
的
障
が
い
で
、
著
し
い

　
精
神
症
状
な
ど
の
た
め
、
常
時
複

　
７
時
30
分
〜

　
雑
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方

　●

重
度
の
知
的
障
が
い
と
重
度
の
身

　
体
障
が
い
が
重
複
し
て
い
る
方

　●

重
度
の
肢
体
不
自
由
者
で
、
両
上

　
肢
、
両
下
肢
と
も
機
能
が
失
わ
れ
、

　
座
っ
て
い
る
こ
と
が
困
難
な
方

※
65
歳
以
上
の
新
規
申
請
者
、
所
得

　
限
度
額
超
過
者
、
施
設
入
所
者
、

　
病
院
な
ど
に
３
か
月
を
超
え
て
入

　
院
し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

　●

支
給
額
…
月
額
６
万
円

▽
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
　
次
の
い

　
ず
れ
か
の
障
が
い
の
あ
る
方

①
20
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

　
２
級
以
上
か
愛
の
手
帳
３
度
以
上

　
の
方
と
、
脳
性
ま
ひ
か
進
行
性
筋

　
萎
縮
症
の
方

②
20
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

▽
日
時
　
４
月
２
日
㈰
　
午
前
11
時

　
25
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
内
容

　●

水
前
寺
清
子
さ
ん
を
１
日
警
察
署

　
長
と
し
て
迎
え
、
五
日
市
警
察
署

　
か
ら
武
蔵
五
日
市
駅
ま
で
を
警
視

　
庁
音
楽
隊
や
警
視
庁
音
楽
隊
カ
ラ

　
ー
ガ
ー
ド
︵
Ｍ
Ｅ
Ｃ
︶
な
ど
が
パ

　
レ
ー
ド
し
ま
す
︵
午
前
11
時
25
分

　
〜
11
時
50
分
︶
。

　●

武
蔵
五
日
市
駅
前
に
て
、
交
通
安

　
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す

▽
日
時
　
３
月
26
日
㈰
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
４
時
30
分

▽
場
所
　
福
生
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容

　●

第
１
部
︵
式
典
︶
…
１
日
警
察
署

　
長
委
嘱
式
、
交
通
安
全
寸
劇

　●

第
２
部
︵
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
︶
…

　
福
生
交
通
少
年
団
に
よ
る
鼓
笛
演

　
奏
、
福
生
交
通
安
全
協
会
吹
奏
楽

　
部
に
よ
る
演
奏
、
﹁
さ
こ
み
ち

　
よ
﹂
に
よ
る
唄
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
︵
正
午
〜
午
後
０
時
30
分
︶
。

　●

警
察
署
員
や
五
日
市
交
通
安
全
協

　
会
に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布

　
３
・
４
級
か
愛
の
手
帳
４
度
の
方

③
20
歳
未
満
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

　
４
級
以
上
か
愛
の
手
帳
４
度
以
上

　
の
方
と
、
脳
性
ま
ひ
か
進
行
性
筋

　
萎
縮
症
の
方

※
65
歳
以
上
の
新
規
手
帳
取
得
︵
更

　
新
︶
者
、
所
得
限
度
額
超
過
者
、

　
施
設
入
所
者
は
、
対
象
外
で
す
。

　●

支
給
額

①
…
月
額
１
万
５
５
０
０
円

②
、
③
…
月
額
７
千
円

▽
心
身
障
害
者
︵
児
︶
交
通
費
等
助

　
成
金
　
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
以

　
上
か
愛
の
手
帳
３
度
以
上
の
方

※
施
設
入
所
者
は
、
対
象
外
で
す
。

　●

支
給
額
…
月
額
２
４
０
０
円

▽
申
請
・
問
合
せ
　
障
が
い
者
支
援

　
課
障
が
い
者
相
談
係

　
交
通
少
年
団
は
、
交
通
安
全
教
室

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
じ
て
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け

﹁
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
﹂
を

持
っ
た
社
会
人
に
育
つ
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
団
の
活
動
を
通
じ
て
周
り
の
人
々

に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
、
交
通
事

故
の
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
　
原
則
、
小
学
校
３
年
生
〜

　
６
年
生

▽
そ
の
他
　
入
団
を
希
望
す
る
方

　
は
、
管
轄
す
る
警
察
署
︵
交
通
総

　
務
係
︶
か
交
通
安
全
協
会
に
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
４
月
は
就
職
や
離
職
な
ど
異
動
の

多
い
時
期
で
す
。
健
康
保
険
の
手
続

き
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
手
続
き
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
に

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。
変
更
の
日

か
ら
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
、
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き
の
届

出
は
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
あ

き
る
野
市
国
民
健
康
保
険
証
︵
原

本
︶
、
職
場
の
健
康
保
険
証
︵
写
︶
、

異
動
届
を
同
封
し
、
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
異
動
届
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
保
険

　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の

と
き
に
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
、
老

後
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
ば
か
り
か
、
病
気
や
け
が

が
原
因
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
れ
る
﹁
障
害
基
礎
年
金
﹂
や

死
亡
し
た
と
き
に
遺
族
が
受
け
取
れ

る
﹁
遺
族
基
礎
年
金
﹂
が
受
け
取
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の

と
き
の
た
め
に
、
保
険
料
は
納
付
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
保
険
料
は
翌
月
の
末
日
が
納
付
期

　
限
と
な
り
ま
す
。
納
付
期
限
か
ら

　
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納

　
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

▽
納
付
窓
口
　
金
融
機
関
︵
郵
便
局

　
含
む
︶
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

　
ア

▽
問
合
せ

　●

青
梅
年
金
事
務
所
︵
☎
０
４
２
８

　
・
30
・
３
４
１
０
︶

　●

保
険
年
金
課
年
金
係

　
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︵
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
を

除
く
︶
。
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と

き
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
退
職
し
た
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。
な
お
、
退
職
︵
失

業
︶
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
は
、
退
職
特
例
の
保
険
料

免
除
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
は
ん
こ

※
保
険
料
免
除
の
手
続
き
に
は
、
雇

　
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
か
雇
用

　
保
険
受
給
資
格
者
証
、
公
務
員
の

　
方
は
退
職
辞
令
︵
い
ず
れ
も
コ
ピ

　
ー
可
︶

▽
申
請
・
問
合
せ

　●

保
険
年
金
課
年
金
係

　●

五
日
市
出
張
所
市
民
総
合
窓
口
係

　
︵
申
請
の
み
︶

　●

青
梅
年
金
事
務
所
︵
☎
０
４
２
８

　
・
30
・
３
４
１
０
︶
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障
が
い
の
あ
る
方
へ
各
種

　
手
当
な
ど
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

春の全国交通安全運動
４月６日～15日
～やさしさが
　　　走るこの街　この道路～

国民年金保険料
の納め忘れは
　ありませんか

会
社
な
ど
を
退
職

し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の

　
　
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

交
通
死
亡
事
故
連
続
減
少 

〜 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
１
４
０ 

〜

４
月
10
日
は
交
通
事
故
死

　
　
　
　
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

交
通
安
全
講
習
会

春
の
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
バ
ル
（
福
生
警
察
署
管
内
）

交
通
安
全
の
集
い

　
　
（
五
日
市
警
察
署
管
内
）

交
通
少
年
団
員
募
集

　
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
事
故
の
発
生
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ

　●

五
日
市
警
察
署
（
☎
５
９
５
・

　
０
１
１
０
）
、
五
日
市
交
通
安

　
全
協
会
（
☎
５
９
６
・
１
８
８

　
２
）

　●

福
生
警
察
署
（
☎
５
５
１
・
０

　
１
１
０
）
、
福
生
交
通
安
全
協

　
会
（
☎
５
５
２
・
０
６
７
７
）

　●

地
域
防
災
課
防
災
安
全
係

※マイナンバーは、世帯主と対象者のものが必要です。

国民健康保険の
　　　届出が必要な主な手続き

職場の健康保険に加入したとき、

被扶養者になったとき

職場の健康保険をやめたとき、

被扶養者から外れたとき

他の市町村に転出するとき、

市内転居するとき

国民健康保険証、職場の健康保険証

・はんこ、マイナンバーが分かるもの

職場の健康保険資格喪失証明書、

はんこ

・マイナンバーが分かるもの

・本人確認ができる書類

　（運転免許証など）

国民健康保険証、はんこ

・マイナンバーが分かるもの

・本人確認ができる書類

　（運転免許証など）

用意するもの（※）
年
金
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
国
保
係



　
指
定
収
集
袋
で
排
出
す
る
家
庭
ご

み
の
処
理
手
数
料
に
は
、
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
の
方
で
、
ま
だ
減
免
の
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
済
み
の
方
に
は
、

案
内
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
同
封

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
の
上
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
平
成

29
年
度
分
の
指
定
収
集
袋
を
配
布
し

ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
　
表
の
と
お
り

▽
対
象

　●

①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

　
前
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
世

　
帯
︵
事
前
に
同
意
書
を
提
出
し
た

　
世
帯
︶

①
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
２
級
の

　
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
い
る
世

　
新
宿
自
治
会
で
は
、
㈶
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
よ
る
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
、

老
朽
化
し
て
い
た
新
宿
会
館
の
建
て

替
え
を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
地
域
振
興

　
係
︵
直
通
５
５
８
・
１
３
９
４
︶

　
帯

③
東
京
都
愛
の
手
帳
１
度

　
か
２
度
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　
手
帳
１
級
の
交
付
を
受

　
け
て
い
る
方
が
い
る
世

　
帯

　●

生
活
保
護
受
給
世
帯

　●

児
童
扶
養
手
当
受
給
世

　
帯

　●

特
別
児
童
扶
養
手
当
受

　
給
世
帯

　●

国
民
年
金
の
遺
族
基
礎

　
年
金
受
給
世
帯
︵
国
民

　
年
金
以
外
は
対
象
外
︶

▽
持
ち
物
　
申
請
書
、
指

　
定
収
集
袋
を
入
れ
る
袋

　
な
ど

▽
そ
の
他
　
案
内
書
が
届

　
か
な
い
場
合
は
、
ご
連

　
市
で
は
、
平
成
28
年
７
月
７
日
か

ら
28
日
ま
で
の
間
、
地
域
懇
談
会
を

市
内
６
地
区
︵
東
秋
留
、
西
秋
留
、

多
西
、
増
戸
、
五
日
市
、
戸
倉
・
小

宮
の
各
地
区
︶
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
地
域
を
代
表
す
る
町
内
会
・
自
治

会
正
副
会
長
や
防
災
・
安
心
地
域
委

員
会
役
員
の
方
々
１
９
４
人
に
ご
出

席
い
た
だ
い
た
懇
談
会
で
は
、
市
の

三
役
、
職
員
と
地
域
が
抱
え
て
い
る

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
の
内
容
、
地
域
の
方
々
か

ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
意
見
や
質

　
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
清

　
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
係
︵
直
通
５
５

　
８
・
１
８
３
０
︶

問
、
市
か
ら
の
回
答
を
ま
と
め
﹁
懇

談
内
容
・
質
疑
応
答
集
﹂
を
作
成
し

ま
し
た
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図
書

館
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
︵
市
役
所

４
階
︶
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
企
画
政
策
課

　
市
内
を
５
つ
の
地
区
、
コ
ー
ス
を

初
級
・
中
級
・
上
級
の
３
つ
に
分
け

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
が
完
成
し

ま
し
た
の
で
、
各
家
庭
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
日
頃
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
イ
フ
、

　
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
…
平
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時

▽
カ
ラ
ク
リ
折
り
紙　

折
り
紙
を
組

　
み
合
わ
せ
て
、
楽
し
い
小
物
を
作

　
り
ま
す
。

　●

日
時
…
４
月
〜
10
月
の
毎
月
第
１

　
金
曜
日
︵
祝
日
除
く
、
全
６
回
︶

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　●

講
師
…
加
藤
恭
子
さ
ん

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

費
用
…
１
回
５
０
０
円

▽
は
じ
め
よ
う
！
尺
八

　●

日
時
…
４
月
〜
９
月
の
毎
月
第
４

　
水
曜
日
︵
全
６
回
︶
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時

　●

講
師
…
尺
八
愛
好
会
﹁
竹
秋
舎
﹂

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
尺
八
︵
お
持
ち
で
な
い

　
方
は
、
練
習
用
の
尺
八
を
お
貸
し

　
し
ま
す
︶
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

　●

費
用
…
１
回
５
０
０
円

家
族
や
仲
間
と
楽
し
く
歩
い
て
健
康

づ
く
り
な
ど
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
健

康
づ
く
り
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

　
︵
直
通
５
５
８
・
１
１
８
３
︶

▽
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
エ
コ
バ
ッ

　

グ　

夏
に
似
合
う
エ
コ
バ
ッ
グ
を

　
作
り
ま
す
。

　●

期
日

＊
４
月
コ
ー
ス
…
４
月
６
日
・
20
日

　
の
木
曜
日
︵
全
２
回
︶

＊
５
月
コ
ー
ス
…
５
月
11
日
・
18
日

　
の
木
曜
日
︵
全
２
回
︶

　●

時
間
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　●

講
師
…
佐
々
木
英
子
さ
ん

　●

定
員
…
各
５
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
洗
濯
ば
さ
み
︵
10
個
程

　
度
︶
、
ボ
ン
ド
、
は
さ
み

　●

費
用
…
各
千
円
︵
初
回
一
括
、
材

　
料
費
別
︶

▽
習
字
教
室

　●

日
時
…
４
月
〜
６
月
の
毎
月
第
２

　
・
第
４
月
曜
日
︵
全
６
回
︶
　
午

　
前
10
時
30
分
〜
正
午

　●

講
師
…
古
城
麗
紅
さ
ん

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
習
字
道
具
︵
お
持
ち
で

　
な
い
方
は
、
用
意
し
ま
す
︶

　
２
月
27
日
に
定
点
の
６
か
所
と
山

間
部
８
か
所
で
測
定
を
行
っ
た
結
果
、

基
準
値
︵
毎
時
0
・
23
μ
Ｓ
ｖ
︶
を

超
え
る
地
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
生
活
環
境

　
係

　●

費
用
…
１
回
千
円

▽
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室
　
ワ

　
イ
ヤ
ー
を
使
っ
て
透
き
通
っ
た
ガ

　
ラ
ス
細
工
の
よ
う
な
す
て
き
な
ブ

　
ロ
ー
チ
を
作
り
ま
す
。

　●

日
時
…
４
月
12
日
㈬
・
17
日
㈪
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　●

講
師
…
土
橋
み
か
さ
ん
︵
ア
メ
リ

　
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
師
範
１
級
︶

　●

定
員
…
各
15
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

費
用
…
１
回
７
０
０
円
　
︵
材
料

　
費
別
︶

　
簡
単
な
﹁
読
み
・
書
き
﹂
と
﹁
計

算
﹂
の
楽
習
を
、
週
１
回
教
室
で
30

分
程
度
、
週
６
日
自
宅
で
10
分
程
度

行
う
こ
と
で
、
脳
の
活
性
化
を
図
り

認
知
症
を
予
防
す
る
教
室
で
す
。

▽
日
時
　
４
月
〜
９
月
の
水
曜
・
木

　
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所

　●

毎
週
水
曜
日
…
開
戸
セ
ン
タ
ー
、

　
五
日
市
セ
ン
タ
ー

　●

毎
週
木
曜
日
…
萩
野
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
　
脳
の
健
康
教
室
サ
ポ
ー
タ

　
ー

▽
定
員
　
各
セ
ン
タ
ー
30
人
︵
申
込

　
み
順
︶

▽
持
ち
物
　
筆
記
用
具

▽
費
用
　
月
３
千
円
︵
教
材
費
な

　
ど
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
開
戸
セ
ン
タ

　
ー
︵
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
︶
、

　
五
日
市
セ
ン
タ
ー
︵
☎
５
３
３
・

　
０
３
３
０
︶
、
萩
野
セ
ン
タ
ー

　
︵
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
︶

（５）　平成29年（2017年）３月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

開
戸
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
）

脳
の
健
康
教
室
「
脳
ら
ぼ
」

萩
野
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

五
日
市
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
）

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
の

　
　
　
　
　
　
　
　
減
免
制
度

宝
く
じ
の
助
成
金
で

新
宿
会
館
を
建
て
替
え
ま
し
た

空
間
放
射
線
量
測
定
結
果

平
成
28
年
度
に
行
っ
た

地
域
懇
談
会
の
意
見
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
閲
覧
で
き
ま
す

めざせ健康あきる野21
「ふれあいウォークマップ」
　　　　　が完成しました

高
齢
者
げ
ん
き
応
援
事
業

表　減免対象者の指定収集袋配布日程

※例年、市役所配布初日（３月22日）は混雑しますので、予め
　ご了承ください。

期　　日 時　　間 場　　所

午前10時～
　　　午後４時

午前９時～正午

午前10時～
　　　午後８時

午前10時～
　　　午後４時

五日市

保健センター

市役所１階

コミュニティ

ホール

3月16日㈭・17日㈮

3月18日㈯

3月22日㈬

3月23日㈭～25日㈯

めざせ健康あきる野21めざせ健康あきる野21
すこ

健康情報「健やか」（101）健康情報「健やか」（101）
すこ

　３月、４月は、卒業や進
学、就職など生活スタイル
が変わる時期です。生活の
リズムや対人関係など、環
境の変化から心身にストレ
スを受けることが多くなり
ます。
　ストレスとは、日常の中
で起こるさまざまな変化や
刺激に、自分の心や体が反
応し、緊張している状態の
ことです。ストレスと聞く
と、嫌なことやつらいこと
が連想されますが、実は、
結婚や旅行など、うれしい
ことや楽しいことも原因に
なり、自覚がなくても知ら
ず知らずに蓄積され、体調
不良になることがありま
す。
　ストレスを抱え始める
と、落ち込む、イライラす
る、眠れないなどの心理面
の反応だけでなく、一見、
ストレスが原因と思われに
くい、耳鳴りなどの身体面
や、拒食や過食などの行動

面にも反応が表れる場合が

あります。これが、ストレ

スサインです。感じ方や受

け止め方は人によって違う

ので、自分のストレスサイ

ンを知り、気付いたときに

は、十分な休息をとる、気

分転換をするなど、早めの

セルフケアを心掛けましょ

う。

　ストレスと上手に付き合

うために、日頃から規則正

しい生活を心掛け、休日

は、自分の時間を持ち、好

きなことをする、簡単なス

トレッチなどでリラックス

し、気分転換をするなど、

ゆとりを持った時間をつく

りましょう。自分では気づ

かない場合もありますの

で、頑張り過ぎて、心が疲

れてしまう前に、早めにス

トレスサインに気付き、自

分に合った解消法を実行

し、心の健康を保ちましょ

う。

○問合せ　健康課健康づく

　り係

心の健康

が
く
し
ゅ
う



▽
期
日
　
４
月
８
日
㈯
︵
雨
天
中

　
止
︶

▽
集
合
･
解
散
場
所
・
時
間
　
東
秋

　
留
駅
、
午
前
８
時
45
分
集
合
、
午

　
後
３
時
解
散

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方

▽
費
用
　
無
料

▽
定
員
　
50
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
な
ど
　
弁
当
、
飲
み
物
、

　
雨
具
、
敷
き
物
、
歩
き
や
す
い
服

　
装
・
靴

▽
コ
ー
ス
　
東
秋
留
駅
↓
福
生
南
公

　
園
↓
拝
島
橋
↓
滝
山
公
園
・
滝
山

　
城
址
︵
昼
食
︶
↓
東
秋
川
橋
↓
東

　
秋
留
駅
︵
約
12
キ
ロ
　
︶

　
市
内
で
活
躍
し
て
い
る
方
の
生
活

の
信
条
や
地
域
で
の
人
々
と
の
交
流

な
ど
を
通
し
て
、
あ
き
る
野
市
の
良

さ
を
再
発
見
し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
23
日
㈭
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　

　●

講
演
…
歩
き
つ
な
い
で
日
本
列
島

　
横
断
　
﹁
百
尺
の
竿
頭
に
一
歩
を

　
進
む
﹂
〜
甲
州
道
と
千
国
街
道
・

　
塩
の
道
を
歩
く
〜 

▽
講
師
　
山
﨑
常
雄
さ
ん
︵
日
本
ボ

　
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
あ
き
る
野
第
１
団

　
育
成
会
長
、
N
E
A
L
自
然
体
験

　
活
動
総
括
指
導
者
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
60
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
か
直
接
窓
口

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
︵
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
︶

▽
そ
の
他

　●

当
日
、
天
候
不
良
の
場
合
は
、
午

　
前
７
時
に
開
催
の
有
無
を
決
定
し

　
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　●

コ
ー
ス
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

　
郷
土
の
恵
み
の
森
づ
く
り
と
し
て

地
域
と
協
働
で
整
備
し
た
道
を
歩
き

ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
８
日
㈯
　
午
前
８
時

　
35
分
集
合
、
午
後
２
時
ご
ろ
解
散

※
雨
天
中
止

▽
集
合
・
解
散
場
所
　
武
蔵
増
戸
駅

　
集
合
、
武
蔵
五
日
市
駅
解
散

▽
内
容
　
人
の
暮
ら
し
と
自
然
が
交

　
じ
り
合
う
里
山
を
野
生
動
物
の
痕

　
跡
と
八
百
万
の
神
を
探
し
な
が
ら

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
活
動
と

地
域
貢
献
を
奨
励
・
支
援
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
高
齢
者

が
生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
に
、
介
護
支
援
ポ
イ
ン
ト
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
生
き
が
い
を
求
め
て
い
る
方
、
社

会
参
加
活
動
で
自
ら
の
健
康
を
維
持

し
た
い
方
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
機

会
に
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
た
方
が
、
介
護

保
険
施
設
な
ど
で
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
１
時
間
に
つ

き
１
ス
タ
ン
プ
を
付
与
し
ま
す
︵
１

日
２
ス
タ
ン
プ
ま
で
︶
。
翌
年
度
に

申
請
す
る
こ
と
で
、
た
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
を
10
ポ
イ
ン
ト
当
た
り
千
円
の

交
付
金
に
換
金
で
き
ま
す
︵
各
年
度

の
換
金
限
度
額
は
５
千
円
︶
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
介
護
保
険

　
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス

　
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
︵
直

　
通
５
５
８
・
１
２
６
２
︶

　
登
り
ま
す
。
短
い
ル
ー
ト
な
が
ら

　
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
山
道
で
す

　
︵
山
歩
き
は
約
３
時
間
30
分
︶
。

▽
解
説
　
加
瀬
澤
恭
子
︵
森
林
レ
ン

　
ジ
ャ
ー
あ
き
る
野
︶

▽
対
象
　
中
学
生
以
上

▽
定
員
　
15
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
き

　
物
︵
昼
食
時
必
要
あ
れ
ば
︶
、
タ

　
オ
ル
、
カ
ッ
パ
な
ど

※
山
を
歩
く
靴
と
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

▽
費
用
　
無
料
︵
集
合
場
所
ま
で
の

　
交
通
費
な
ど
は
自
己
負
担
︶

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
５
日
㈬
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
︵
☎
５
９
５
・

　
１
１
２
０
︶

　
第
１
号
被
保
険
者
︵
65
歳
以
上
の

　
方
︶
で
要
介
護
認
定
や
要
支
援
認

　
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
活
動
に
当
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
活
動
方
法
　
希
望
す
る
日
時
、
場

　
所
、
活
動
内
容
に
よ
り
、
あ
き
る

　
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
調
整
し

　
ま
す
。

▽
受
入
機
関
　
市
内
介
護
老
人
福
祉

　
施
設
︵
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
︶

　
の
13
施
設
と
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設

▽
申
込
み
　
あ
き
る
野
市
社
会
福
祉

　
協
議
会
︵
☎
５
９
５
・
９
０
３

　
３
︶

▽
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　
支
援
係

　
泳
ぎ
方
や
水
中
で
行
う
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
有
効
的
な

方
法
な
ど
、
水
に
関
す
る
こ
と
を
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
水
に
慣

れ
親
し
み
た
い
お
子
さ
ん
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
26
日
㈰
・
27
日
㈪
・

　
29
日
㈬
・
30
日
㈭
・
31
日
㈮
　
午

　
前
10
時
〜
午
後
６
時
︵
１
組
30
分

　
程
度
︶

※
31
日
は
、
正
午
〜
午
後
６
時

▽
対
象
　
小
学
生
以
上

※
小
学
校
１
年
生
〜
３
年
生
は
、
16

　
歳
以
上
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

▽
料
金
　
無
料
︵
施
設
使
用
料
は
別

　
途
必
要
︶

▽
そ
の
他
　
男
性
か
女
性
の
指
導
員

　
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
当
日
、
水
着
リ
フ

　
レ
ッ
シ
ュ
ゾ
ー
ン
受
付
で
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
す
る
こ
と
も
可
能
で

　
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

※
複
数
名
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　
︵
☎
５
５
８
・
３
３
４
４
︶

※
最
新
情
報
を
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
︵h

ttp
://ta

m
a
-s

p
o
.c

o
m

/a

　k
iru

n
o
/

︶
で
ご
案
内
し
て
い
ま

　
す
。

▽
営
業
時
間
　
４
月
１
日
㈯
か
ら
、

　
営
業
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
の

　
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　●

時
間
…
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

　
︵
最
終
遊
泳
時
間
午
後
８
時
50
分
︶

▽
日
時
　
４
月
〜
11
月
の
第
３
土
曜

　
日
、
12
月
の
第
２
土
曜
日
︵
７
月

　
・
８
月
を
除
く
全
７
回
︶
　
午
後

　
２
時
〜
２
時
50
分
　

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
中
学
生
か
ら
20
歳
ま
で
の
方
で

　
愛
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

▽
定
員
　
12
組
︵
介
添
者
の
参
加
が

　
必
要
で
す
︶

▽
費
用
　
無
料

　
あ
き
る
野
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
応
募
作
品
１
７
９
点
か
ら
選
ば

れ
た
入
賞
作
品
48
点
を
展
示
し
ま

す
。

▽
日
時
　
３
月
27
日
㈪
〜
31
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　
分
︵
27
日
は
午
前
11
時
か
ら
、

　
31
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
︶

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
ホ
ー
ル

▽
主
催
　
第
５
回
あ
き
る
野
フ
ォ

　
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
、

　
市
教
育
委
員
会

▽
問
合
せ
　
中
央
公
民
館
︵
☎
５

　
５
９
・
１
２
２
１
︶

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
８
日
㈯
︵
必

　
着
︶
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
教

　
室
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

　
︵
フ
リ
ガ
ナ
︶
、
年
齢
、
電
話
番

　
号
を
記
入
の
上
、
送
付
す
る
か
直

　
接
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
︵
返

　
信
用
表
面
に
も
必
ず
返
信
先
を
記

　
入
︶
。

▽
送
付
先
住
所
　
〒
１
９
７
ー
０
８

　
１
１
　
原
小
宮
３
５
３

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成29年（2017年）３月15日　（６）

春
の
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

水
着
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ゾ
ー
ン

「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
無
料
個
人
レ
ッ
ス
ン
」

市
民
大
学
　
あ
き
る
野

「
こ
だ
わ
り
人
発
見
　
そ
の
１
」

生
き
が
い
　
や
り
が
い
　
支
え
あ
い

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

森
林
レ
ン
ジ
ャ
ー

あ
き
る
野
ツ
ア
ー
・

　
野
生
動
物
の
痕
跡
と

　
　
　
　
八
百
万
の
神
を
探
す

　
ー
協
働
の
道
・

　
　
　
　
網
代
か
ら
高
尾
へ
ー

や
お
ろ
ず

第
５
回
あ
き
る
野

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
特
別
展

市
民
プ
ー
ル

申
込
み
・
問
合
せ

☎
５
５
０
・
１
７
１
１

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく
「冬のスター☆フユイチゴ」「冬のスター☆フユイチゴ」

フユイチゴの実が何者かに食べられ、
ヘタだけが残っている

（71）

　春の訪れの時季ですが、冬の森
を今年も賑わせたフユイチゴの話
です。
　フユイチゴはその名のとおり冬
に実をつけるキイチゴの仲間です。
他のキイチゴの実が終わった頃、
小さな白い花が咲き、冬に赤い実
をつけ、食べることができます。
　私が初めてフユイチゴを食べた
とき、初夏に実をつけるクマイチ
ゴやモミジイチゴの味を思い浮か
べ期待しながら食べたためか、未
熟な実を口に運んだためか、その
味にがっかりしたことを覚えてい
ます。
　一方、冬の野生動物には人気
で、種子がいっぱい詰まったフン
を見つけることができます。しか
し、毎年同じように実が食べ尽く
されている訳ではありません。そ
んなフユイチゴですが、今年は久
しぶりに食べてみたくなりました
が、どこを歩いても食べ跡ばかり
で実を見つけることはできません
でした。今年は、特に野生動物に
とって人気（重要）な食料だった
ようです。
　１月のコレンジャー活動は、４
年前に作った「動物のレストラ
ン」へ行きました。そこは、冬の
野生動物に利用されるフユイチゴ
やミヤマフユイチゴ、ジャノヒ
ゲ、ヤブランを移植し、毎夏にコ

レンジャーと管理し育てている場
所です。針葉樹の森の林床で日当
たり良好とはいえませんが、徐々
に広がり夏にはつぼみをつけてく
れていましたが、食べ跡だらけで
した。「動物のレストラン」が利
用されていたことや、植えた訳で
はないクリやサンショウ、モミジ
イチゴが成長していたことも、子
どもたちと確認できました。
　フユイチゴは、種子から芽を出
すだけでなく地面をはうように伸
びた茎から根を下ろし、群落を広
げるといった２つの方法で繁殖し
ます。針葉樹の森でも間伐や枝打
ちによって林床に少しでも日が入
ると群落がつくられることがある
ので、色彩の乏しい冬の森に赤く
輝くフユイチゴが実る小さな果樹
園のような場所に出会えるかもし
れません。（加瀬澤）

（以下は広告枠です）

メ
ー

ト
ル

障
が
い
者
水
泳
教
室

ち
く
に



　進学や就職などに伴い引越しが盛
んになる３月、４月には、借家退去
時の敷金精算やクリーニング費用な
どに関する相談が多く寄せられま
す。
○敷金　家賃の不払いや建物の破損
　などの借主の債務を担保する目的
　で、契約時に貸主に預け入れる金
　銭です。退去時に債務がない場合
　や余剰金がある場合、借主に返還
　されます。
○原状回復　退去時に、借主の故
　意・過失や通常の利用方法に反す
　る使用など、借主の責任によって
　生じた損耗や傷などを復旧するこ
　とです。経年変化や通常使用によ
　る損耗分は負担する必要はありま
　せん。
※退去時の原状回復の費用負担につ
　いては、国土交通省と東京都がガ
　イドラインを作成し、一般的な基
　準を示しています。貸主から現状
　回復費用を請求されたが金額に納
　得できない場合は、これらのガイ
　ドラインを活用してください。
○トラブル防止のために
　●賃貸住宅の契約時には、契約内容
　をよく確認し、退去時の原状回復

　の内容、条件などを十分理解した
　上で契約をしましょう。また、不
　利な特約がある場合には、納得で
　きない旨を伝えて特約の変更を求
　めましょう。
　●入居中は住宅の保管、手入れは十
　分行い、退去時には全て搬出し、
　清掃の上、明け渡しましょう。
　●入居・退去時に貸主・借主双方が
　立会い、部屋の状況を確認して、
　チェックリストを作成したり、現
　状の写真を撮っておくなどしまし
　ょう。
○あきる野市消費生活相談窓口　契
　約に関するトラブルや悪質商法な
　ど、消費生活に関して困ったとき
　は、一人で悩まずに気軽にご相談
　ください。電話でも相談にお答え
　します。
　●開設日時…毎週月曜・木曜日　午
　前９時〜午後４時（正午〜午後１
　時を除く）
※予約の必要はありません。
　●場所…市役所１階市民相談室
※月曜・木曜日以外でお急ぎのとき
　は、東京都消費生活総合センター
　にご相談ください。
○東京都消費生活総合センター
　●開設日時…毎週月曜日〜土曜日　
　午前９時〜午後５時
　●消費生活相談…☎０３−３２３５
　−１１５５
※多重債務相談も受け付けていま
　す。

▽
場
所
・
期
日

　●

秋
留
野
広
場
︵
あ
き
る
野
ル
ピ
ア

　
前
︶
…
３
月
19
日
㈰

　●

五
日
市
ひ
ろ
ば
…
３
月
26
日
㈰

▽
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

　
１
時
15
分
〜
４
時

▽
対
象
　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健

　
康
な
方
︵
65
歳
以
上
の
方
は
、
60

　
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
経

　
験
が
あ
る
方
︶

▽
問
合
せ
　
東
京
都
赤
十
字
血
液
セ

　
ン
タ
ー
事
業
課
︵
☎
５
２
９
・
０

　
４
０
５
︶

▽
日
時

　●

中
学
生
の
部
…
４
月
８
日
㈯
　
午

　
前
８
時
集
合
︵
予
備
日
15
日
㈯
︶

　●

ジ
ュ
ニ
ア
︵
小
学
校
４
年
生
以

　
上
︶
、
一
般
男
子
・
女
子
︵
１
部

　
・
２
部
︶
、
シ
ニ
ア
の
部
…
４
月

　
９
日
㈰
　
午
前
９
時
集
合
︵
予
備

　
日
16
日
㈰
︶

▽
場
所
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

　
コ
ー
ト

▽
競
技
方
法

　●

予
選
…
リ
ー
グ
戦

　●

決
勝
…
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

▽
費
用

　●

ジ
ュ
ニ
ア
、
中
学
生
…
１
人
１
０

　
０
円

　●

高
校
生
以
上
…
１
人
５
０
０
円

※
大
会
当
日
会
場
で
集
金
し
ま
す
。

▽
主
催
　
あ
き
る
野
市
ソ
フ
ト
テ
ニ

　
ス
連
盟

▽
申
込
み
方
法
　
３
月
31
日
㈮
ま
で

　
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
種
別
、

　
電
話
番
号
を
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

　
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
当
日
エ
ン
ト
リ
ー
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
あ
き
る
野
市

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
　
広
瀬
︵
☎

　
・
　
５
９
６
・
５
１
７
５
︶

▽
﹁
水
道
・
下
水
道
使
用
量
等
の
お

　
知
ら
せ
﹂
︵
検
針
票
︶
が
変
わ
り

　
ま
す
　
検
針
票
を
現
行
の
縦
型
か

　
ら
横
型
に
変
更
し
、
文
字
を
拡
大

　
し
、
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く

　
し
ま
す
。

▽
検
針
時
に
請
求
書
を
お
届
け
し
ま

　
す
　
こ
れ
ま
で
後
日
、
郵
送
で
お

　
届
け
し
て
い
た
請
求
書
を
、
定
期

　
検
針
時
に
検
針
員
が
お
届
け
し
ま

　
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
請
求
書
の
レ

　
イ
ア
ウ
ト
、
発
行
日
な
ど
が
変
更

　
に
な
り
ま
す
。

※
変
更
内
容
の
詳
細
は
、
東
京
都
水

　
道
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
東
京
都
水
道
局
多
摩
お

　
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
［
☎
０
５
７
０

　
専
用
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
で
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
、
参
加
者

限
定
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
動
画
で
自
宅
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
。
月
に
１
・
２
回
の
講

習
と
サ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル
で
講
師
が
ア

ド
バ
イ
ス
。
各
自
の
目
標
に
合
わ
せ

た
理
想
の
ボ
デ
ィ
を
３
か
月
間
で
目

指
し
ま
す

▽
日
時
　
４
月
17
日
㈪
　
午
前
10
時

　
〜
正
午

※
７
月
24
日
ま
で
の
間
に
全
４
回
開

　
催
予
定

▽
場
所
　
壱
番
館
︵
五
日
市
１
︶

▽
講
師
　
横
井
あ
い
さ
ん
︵
フ
ィ
ッ

　
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
︶
、

　
式
地
亜
矢
さ
ん
︵
管
理
栄
養
士
︶

▽
対
象
　
子
育
て
中
の
女
性

▽
定
員
　
５
人
︵
子
ど
も
同
伴
可
︶

▽
費
用
　
７
５
０
０
円
︵
４
回
分
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
五
日
市
ク
ラ

　
ブ
　
金
綱
︵
☎
０
８
０
・
２
３
９

　
２
・
１
２
１
２
、
　in

fo
@
itsu

　k
a
ic
h
ic
lu
b
.c
o
m

︶

　
・
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体
育
協
会

春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

市
立
小
中
学
校

　
　
P
T
A
連
合
主
催
の
献
血

総
合
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
五
日
市
ク
ラ
ブ
」

女
性
の
た
め
の

　
　
ボ
デ
ィ
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

４
月
か
ら

「
お
知
ら
せ
」
票

　
　
（
検
針
票
）
な
ど
が

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す
！

（以下は広告枠です）

市
民
の
ひ
ろ
ば

掲
載
に
関
す
る
問
合
せ

市
長
公
室

直
通
５
５
８
・
１
２
６
９

ネット
ワーク
官公庁
などからの
お知らせ

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ

３月の休館日

○中央図書館　毎週金曜日と

　21日㈫

○東部図書館エル、五日市図

　書館、中央図書館増戸分室

　毎週月曜日

中央図書館（☎558−1108）

ボランティアおはなし会（お

はなしタ･ン・ト）

○日時　３月22日㈬　午後３

　時～３時30分

おはなし会

○日時　３月26日㈰　午前11

　時～11時30分

わらべうたのじかん

○日時　３月27日㈪　午前11

　時～11時20分

○対象　０歳から３歳までの

　子どもとその保護者

東部図書館エル（☎550−5959）

ひよこのおはなし会

○日時　３月23日㈭　午前11

　時～11時20分

○対象　１歳から３歳までの

　子どもとその保護者

ボランティアおはなし会（絵

本とおはなしの会）

○日時　３月26日㈰　午前11

　時～11時30分

五日市図書館（☎595−0236）

映画会「だるまちゃんとてん

ぐちゃん」

○日時　３月15日㈬　午後２

　時30分～３時

ひよこのおはなし会

○日時　３月22日㈬　午前10

　時30分～11時

○対象　１歳から３歳までの

　子どもとその保護者

視覚障がいのある方へ

　図書館では、次のようなサ

ービスを行っています。詳し

くは、お問い合わせくださ

い。

①録音資料の作成や貸出

②対面朗読（録音機材と媒体

　をご用意いただければ同時

　録音もできます）

③デイジー版広報あきる野

　（音声版広報）の貸出

図書館ホームページにバナー

広告を出してみませんか

　トップページのバナー広告

を募集しています。月単位で

申し込みができます。

　詳しくは、ホームページを

ご覧ください。

《図書館ホームページアドレス》

https://www.library.akirun

o.tokyo.jp/index.asp

《携帯版アドレス》

https://www.li

brary.akiruno.t

okyo.jp/i/mblin

dex.html

《スマートフォン版アドレス》

https://www.library.akirun

o.tokyo.jp/a/index.asp　を

入力するか右の

コードを読み取

ってアクセスし

てください。

日
日
時
︵
時
間
は
24
時
間
表
示
︶
／

場
場
所
／
活
活
動
内
容
／
講
講
師
／

入
入
会
金
／
会
会
費
／
費
費
用
／
他

そ
の
他
／
問
問
合
せ

日
３
月
26
日
㈰
　
10
時
30
分
〜
12
時

／
場
市
役
所
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

ー
ル
／
講
高
山
千
代
美
さ
ん
、
小
原

通
代
さ
ん
／
費
無
料
／
他
す
て
き
な

音
楽
を
聞
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
／

問
あ
き
る
野
市
障
が
い
者
団
体
連
絡

協
議
会
　
田
中
☎
５
５
８
・
６
４
１

６

くらしの知恵袋くらしの知恵袋くらしの知恵袋
〜消費生活相談情報〜
借家退去時のトラブルを
　　　防ぐためのポイント

あ
き
障
連
音
楽
を
楽
し
む
会 HP

FAX



　
五
日
市
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し
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20
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き
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。
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あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成29年（2017年）３月15日　（８）

にこにこ
離乳食教室

（以下は広告枠です）

（以下は広告枠です）

４月の市民相談

○市役所
　●相続・遺言など暮らしの手続相談…７日㈮
　●税務相談…10日㈪
　●法律相談…11日㈫・25日㈫
　●交通事故相談…12日㈬
　●登記相談…21日㈮
　●人権身の上相談…28日㈮

○五日市出張所
　●法律相談…６日㈭
　●行政相談…26日㈬

○時間　午後１時30分〜４時30分

○予約　法律相談は、相談日の７日前の午前８時30

　分から電話で受け付けます。法律相談以外の相談

　は、随時受け付けます。

　相談先が不明な場合や日常の悩みごとなどに市職

員が担当窓口のご案内や専門の相談員を紹介するな

ど解決に向けたお手伝いをします。

○予約・問合せ　市民課市民相談窓口係

　（直通５５８−１２１６）

予約制の相談

その他の相談（随時）

地
域
の
絆
を
育
て
る
町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

東京のふるさと　あきる野東京のふるさと　あきる野
観光情報

　心待ちにしていたサクラのシーズンが近づい
てきました。市内でも春を楽しむイベントが開
催されます。

○日時　４月８日㈯　午前９時～午後４時（荒
　天中止）

観光ボランティアガイド
「秋川渓谷春の花めぐり」参加者募集！

健康相談

４月の乳幼児歯科健診

○期日・受付時間

　●４日㈫・13日㈭・25日㈫…午前９時

　～10時

　●24日㈪…午後１時30分～２時30分

○場所　あきる野保健相談所

○内容　歯科医師による口の中の健康

　診断

○対象　４歳未満の子ども

○定員　45人（申込み順）

○申込み・問合せ　健康課母子保健係

　（直通５５８−５０９１）

○日時　３月27日㈪　午後１時30分

　～３時30分

○場所　五日市ファインプラザ

○内容　保健師・栄養士による健康や栄

　養に関する各種相談、血圧・体脂肪率

　測定など

○受付　当日、直接会場へ

○問合せ　健康課健康づくり係

　（直通５５８−１１８３）

さくら山祭り

　市内にはサ
クラの種類に
よって４月末
ごろまでお楽
しみいただけ
る観賞スポッ
トがありま
す。さまざま
なサクラのス

ポットを巡ってみてください。
○サクラの観賞スポット　中央公民館、都立秋
　留台公園、二宮神社、玉泉寺、小川久保桜公
　園、宝清寺、八雲神社、東秋川橋下流堤防、
　グリーン運動広場少年野球場、武蔵引田駅付
　近、わんダフルネイチャーヴィレッジ、出雲
　神社、真城寺、秋川駅北口のさくら通り、平
　井川沿い（多西橋～平高橋～草花公園）、珠
　陽院、宝蔵寺・尾崎観音、西多摩霊園、武蔵
　増戸駅、明光寺、網代弁天山、都立小峰公
　園、金比羅山、開光院、小庄の桜、光厳寺、
　乙津花の里、龍珠院、徳雲院、養沢など

○小中野村のらぼうまつり
・日時…３月26日㈰　午前10時～午後２時
　（予定）
・場所…子生神社

○場所　都立小峰公園
○費用　無料（入場）
○問合せ　小峰ビジターセンター（☎５９５－
　０４００）

市内のサクラ情報

その他イベント情報

ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

土
曜
コ
ー
ス

「
あ
き
る
野
物
語 

空
色
の
旅
人
」
の
展
示

○日時　４月８日㈯　午前８時30分集合（荒
　天中止）
○集合場所　武蔵五日市駅
○コース
①午前コース（約5.5km）…武蔵五日市駅→都
　立小峰公園→小庄の桜→光巌寺→戸倉会館
　（正午ごろ解散）
②１日コース（約10km）…武蔵五日市駅→都
　立小峰公園→光厳寺→乙津花の里→荷田子バ
　ス停付近（午後３時ごろ解散）
○持ち物など　昼食、飲み物、タオル、雨具、
　敷き物、歩きやすい服装・靴
○募集人数　30人（申込み順）
○費用　50円（保険料）
○申込み方法　３月31日㈮までに電話で申し
　込んでください。
○申込み・問合せ　観光まちづくり活動課秋川
　渓谷観光係（☎５９５－１１３５）

こやす

え




